
１ 課の運営方針

２ 担当（係）の使命（果たす役割）

３ 課の経営資源

（１） 課の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２） 事業規模 ※H29職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業

地域振興部　和田支所、和田市民センター

11 3 8 人件費
臨時

嘱託職員

【課の使命】（課が果たす役割）
<和田支所>
○和田地区における安心安全の確保を図ります。（災害発生時に人命第一の初動対応を行います。有害鳥獣についても人的被害が及ばないように初動対応を行います。）
○和田地区公共施設給水施設の管理を行います。（和田支所・和田市民センター・和田小学校・和田中学校用飲料水を安全かつ確実に供給します。）
○総合窓口機能の充実を図ります。（的確、迅速かつ高齢者に配慮した窓口業務を行います。）
<和田市民センター>
○地域の拠点として地域住民の交流と活動の場として提供します。
○市民の自主的、継続的な学習活動を支援するとともに、学んだ成果をまちづくりに生かすための生涯学習環境の整備・充実に取り組みます。

【課の目標】（令和元年度の課の目標を記載し、重点的に取り組む事項とその概要について優先順に5つ程度明記）
<和田支所>
①和田支所災害対策（１．和田支所災害対策マニュアルの更新を５月中旬までに行います。２．和田地区自主防災協議会への支援を随時行います。）
②和田支所の再配置の検討（公共施設再配置モデル事業として、和田の里づくり推進協議会と共に検討を行い、年度内に再整備の方向性を出します。）
③和田地区公共施設給水施設管理（和田支所が単独管理する水道施設の管理マニュアルを随時確認し、必要に応じて更新します。和田小学校・中学校の児童生徒も飲用
するため、安全第一に給水されるように管理を徹底します。）
④和田地区有害鳥獣対策（駆除や追い払いにより被害は減少しているが、今後も人的被害防止のために有害鳥獣対策室と連携し、追い払い等を随時実施します。）
⑤通報・苦情などの職員間の情報共有します。
<和田市民センター>
①地域活動の拠点である市民センターの適正管理と再配置の検討（和田の里づくり推進協議会と共に検討を行い、年度内に再整備の方向性を出します。）
②地域コミュニティの中心として、各種団体との連携を図り、ひとづくり及び後継者づくりに取り組みます。
③夢プラン実践活動及び新たな活動拠点の整備の支援を行います。
④高齢者が長寿・栄養・運動・生きがいなどのについての知識を身に着け、暮らしの充実を図ります。
⑤女性の立場から食を通して健康管理や環境について学習をします。
⑥子育て支援、子どもの見守りや学習支援を行います。
⑦超少子高齢社会が進む中で、子どもと高齢者のふれあい運動を推進します。

【働き方改革による業務改善等の取組み】
業務全般を職員全体で協力しながら各職員が有休休暇が取得できる職場環境とし、仕事とプライベートの両立を図り心身ともに健康な職場づくりに取り組みます。

7,368

令和元年度 課の運営方針書

担当予算事業数

職員数 正職員
臨時

嘱託職員
正職員 22,104

歳入予算額 歳出予算額



地域振興部　和田支所、和田市民センター

４ 課の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策

６　都市基盤
５　水道の安定供給と下水道の充実
（４）　安全管理の強化

和田地区公共施設給水施設の適正な管理を行い、事故ゼロを目指します。

２　生涯学習・人権
１　生涯学習の推進
（１）　生涯学習す新体制の整備・充実

超少子超高齢社会の進む和田地区において、地域コミュニティの中心として、各種団体との連携
強化を図り、地域づくりに取り組みます。

6
９ 　行政経営
４　公共施設の老朽化への対応
（１）公共施設の老朽化への対応

和田地区の拠点である和田支所及び和田市民センターの再配置について、地域住民と共に検
討を行い再整備の方向性を出します。

３　地域づくり
２　中山間地域の「地域づくり」の促進
（2）　地域の夢プランの実践活動の促進

和田地区の夢プランの実践活動への支援を行います。4

5
９ 　行政経営
1　市政に参画できる仕組みの充実
（１）市政情報の発信・個人情報の保護の推進

地域に親しまれ信頼される支所として、窓口対応や地域の課題解決に取り組みます。

目標

４　安心安全
１　災害に強いまちづくりの推進
（１）　防災対策の充実

和田地区における安心安全の確保を図り、人的被害ゼロを目指します。

2

3

実現したい成果　（最終目標）推進施策

1


